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第 3 章 56 

01 優先整備路線の選定の考え方 

道路整備の四つの基本目標を踏まえ、東京が目指すべき将来像の実現や東京が抱える道

路整備の課題解決に向け、重要性・緊急性を考慮し、都と区市町との適切な役割分担の下、

今後 10 年間（平成 28 年度から平成 37 年度まで）で優先的に整備すべき路線（優先整備

路線）を選定しました。 

 東京全体を捉えた将来像や広域的な課題に加え、地域の将来像や地域的な課題が存在す

るため、それぞれの視点から六つの選定項目を設定し、選定することとしました。なお、

選定に当たっては、事業の継続性や実現性などを踏まえ、総合的に判断しました。 

※「選定項目」に示した番号は、優先順位を示すものではありません。 

図３-１ 優先整備路線の選定の考え方 
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